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（韓国の例に Shin (2012)、香港に関する報告に Urmston and Pennington (2008)、シンガ














Richards, Li, and Tang (1995) は、同じ教材を与えられても、教師の経験（指導力）や
教材に関する知識によって、１授業時間のねらいの設定や活動の選択の決定に大きく差が
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European Profile for Student Teachers of Languages [言語教育実習生のためのヨーロ
ッパポートフォリオ]）（Newby, Allan, Fenner, Jones, Komorowska, & Soghikyan, 2007）
を、日本の状況に文脈化して、日本版 EPOSTL、つまり、J-POSTL（the Japanese Profile for 
Student Teachers of Languages [言語教育履修生のためのポートフォリオ]）を作成した
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ての事実を記し、またそうした経歴について振り返るための「個人資料（Dossier）」、自分
の言語教師としてできなければならないことの「Can-do記述文（193 項目）」の３つから成
り立っている。この Can-do 記述文は、教育環境、 教授法、教授資料の入手先、授業計画、
授業実践、個別学習、評価、の７つのカテゴリーから構成されている（Newby et al., 2007; 
JACET 教育問題研究会, 2010）。JACET 教育問題研究会（2010）はこの Can-do 記述文 193
項目のうち、日本のコンテクストにふさわしいものを選び、日本の大学教員に意見を求め
て、最終的に 100 項目に整備し、J-POSTL とした。 
 その後、JACET 教育問題研究会（2012）では、英語教員養成大学で J-POSTL を用い１年
間の成長を観察し、課程を履修している大学生への質問紙調査を用いてこのツールが教師
教育に有用であることを示した。また、J-POSTL を作成した際にまだ養成段階にある学生
には相応しくないという理由から、EPOSTL には存在するのに J-POSTL では除外された項目
が 81 項目あったが、JACET教育問題研究会（2012）では、それを整理して J-POTL（Japanese 
Portfolio for Teachers of Languages）として活かし、こちらは現職教員の教科指導力の
めやすを設定するために作成された。 
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・「英語科教育研究Ｉ」 前期、後期各１クラス開講 合計 100 名程度受講 
  英語科教育のねらい、学習指導要領、第２言語習得や英語教授法の理論、 
１授業時間の指導の構成と具体的な方法、様々なアクティビィティに使用する教材
の使用法や作成法、評価の種類と方法を学ぶ 
・「英語科教育研究 II」 前期、後期各１クラス開講 合計 100 名程度受講 
  具体的な英語科指導法の詳細、発音や文法など英語科の指導の中身の再確認、教師
としての自己研鑽の方法を学ぶ 
・「英語科授業研究 I」 １クラス 30名以下に限定、５クラス開講  
  50 分の授業の良し悪しを判断する批判力を身につける。主に検定教科書を用いて、
指定された単元もしくは独自に選んだ箇所を教材として指導案を作成し 50 分の模
擬授業を実践する。実践した授業を振り返り、改善点を提案できるようになる。 




















頼した。2012 年 9 月から 2013 年 2 月にかけて回収し、うち回答がありかつ本研究の対象
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者として条件に合致した 33 件を有効回答とした。 
今回の調査で得られた有効回答 33名は、比較的最近の卒業生（就職後２年未満が 19名）
や、大学院卒業生（18 名）が多く、調査を依頼した中でも、本研究らとの接触が多く記憶






























科での自分の役割（問 12）を聞いた。問 13 では自分の受けた英語教職教育を今振り返っ
てどう思うか、また、問 14 では母校に対する現職教員へのサポート希望内容について問う
た。本稿では紙幅の都合上、問 13-14についての報告を割愛する。 
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 若手教員の現在の教科指導力については、２ページ以内で聞くことができる量にとどめ
るため、J-POSTL の 100 項目の中から、主に「教授法」のカテゴリーを中心に４技能の指
導を代表するものを含むように 16 項目を選択した。一部の項目で表現を簡略化したり、内
容に変更を加えた。以下に、J-POSTL の記述文番号と本調査での設問番号との対照を示す。
（No.3(→No.15)は、J-POSTL の３番が、本研究では 15 番目の質問項目として使用された
ことを示す。） 
 
教育環境 No.3(→No.15)、 No.16(→No.16) 
教授法 No.17 (→No.17表現をやや簡潔に変更)、 No.21(→No.18)、 
No.27(→No.19)、No.28(→No.20 内容多尐変更)、No.30（→No.21内容多
尐変更)、 No.35（→No.22内容多尐変更)、 No.38（→No.23内容多尐変





評価 No.93（→No.30内容多尐変更)  
 


























モデル教員のプロフィール (N = 8) 
勤務 
年数 
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表 2. 






























注. aN = 8. bN = 33.  
c数値の意味は次の通り： 1= 0％ 2 = 25％ 3 = 50％  4 = 75％ 5 = 100％. 
 

















注. aN = 8. bN = 33. 
  c 数値は次の時間を意味する：  
1―――――――2―――――――3―――――――4―――――――5 













問 15 から問 30 までは、教科指導力に関する質問である（表４）。（表には若手教員のデー
タも掲載されているが、これについては、後に報告する。） 
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特徴をあげるとすると、平均が 4.5 を切っている項目に、問 25 の文法書や辞書指導、問
27 の文化と異文化に関する指導、問 29 の自律学習をうながす指導がある。そのうち、問
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表 4. 
モデル教員と若手教員の教科指導力（問 15～問 30）） 
 
設問 











































































































































注. aN = 8. bN = 33. 
 c ()内の数値はモデル教員の数値と若手教員の数値の差を示し、マイナスは若手教員の数
値が低いことを示す. 
d数値の意味は次の通り：1 = あてはまらない ～  5 = あてはまる 
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表 5. 























































































障を感じる                       4名（12.1％） 
選択肢② 授業（ALT との打ち合わせなどの校務も含む）で英語を使うのに支障は
ないが、多様なトピックについて、英語で読み聞き語り書くのに支障を感じる 
                           11 名 （33.3％） 
選択肢③ 授業に必要な英語力が十分備わっていることに加え、自分に関わりのあ
るトピックについては、おおむね英語で読み聞き語り書くことができる   
           15 名 （45.5％） 
選択肢④ 授業に必要な英語力が十分備わっていることに加え、あらゆるトピック
について英語で読み聞き語り書くことに全く支障がない  












                             16名 （48.5％） 
選択 選択肢② 1 つの学年の代表としてその学年全体の英語教育について責任を負って
いる   
12名 （36.4％） 
選択肢③ 英語科全体の主任として学校の英語教育について責任を負っている 
7 名 （21.2％） 
選択肢④ 学校の、英語に関する特別な企画や行事(交換留学生の世話、留学の企
画など)に責任を負っている                  9 名 （27.3％） 







手教員の方が若干多く（若手の平均は 2.4、つまり「２」の 25％と「３」の 50％の間であ
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表 6.                

























① 4 1 3 0 0 0 1.8a 0.50 
② 11 0 6 3 2 0 2.6 0.81 
③ 15 0 4 5 5 1 3.2 0.94 
④ 3 0 2 1 0 0 2.7 1.16 
合計 33 1 15 8 7 1 2.8 0.96 
 注  a 数値は次の時間を意味する：  
1―――――――2―――――――3―――――――4―――――――5 
100％日本語          2言語各々50％       100％英語 
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6.4. 若手教員の教科指導力 








定着のための作文指導、問 24 の教材選択、問 25の文法書や辞書の指導、問 27の文化に関
する指導である。問 20の語彙、文法を定着させるためのライティング指導は、比較的に伝
統的な英語教育でも行われてきている活動である。また、問 25の文法書や辞書の提示・指




差が 2.0 あるものに、問 17（自分の意見や考えなどを伝える力を育成するためのスピーキ
ング活動を指導できる）と、問 21（生徒が教材に関心を持ち関連知識を使って聞くことが
できるための、プレ・リスニング活動やポスト・リスニング活動を指導できる）がある。 
次に平均差が 1.9 あるものに、問 19（まとまりのあるパラグラフやエッセイを書けるよう
になるための指導ができる）が続き、平均差が 1.8 あるものに、問 18（強勢、リズム、イ
ントネーション等を身につけさせるための音声訓練を指導できる）がある。 
 ここまで若手教員の指導力の自己評価を 33名全体の平均値として見てきたが、表７に、
教員個人ごとに、問 15-問 30の 16項目すべてを平均したときのスコアの動向をまとめた。 




名中 12 名）のは、3.0以上 3.5 未満であり、その次に人数が多い（33名中 9名）のは、3.5
以上 4.0 未満であった。 
この頻度の高いカテゴリー以外にグループ化された以外の教員、つまり、個人ごとの教科
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表 7.                
若手教員の個人ごとの教科指導力平均 (N = 33) 
 
個人ごとの平均a 
 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
















度数 1 3 4 12 9 4 
パーセント 3.0 9.1 12.1 36.4 27.3 12.1 
注  a 数値は問 15-30 のそれぞれの教科指導項目が「～できる」と变述されているのに対
して：  
1―――――――2―――――――3―――――――4―――――――5 
あてはまらない                      あてはまる 
bモデル教員の個人ごとの平均は 4.6  標準偏差 0.40. 
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と教員の認識の調査―」 『四国英語教育学会紀要』, 25, 71-80 
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